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政策体系 番 号

基本目標 ９ 高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心して暮ら

せる社会づくりを推進すること

施策目標 ４ 介護保険制度の適切な運営等を通じて、介護を必要とする高

齢者への支援を図ること

Ⅰ 介護保険制度の適切な運営を図ること

担当部局・課 主管部局・課 老健局介護保険課

関係部局・課 老健局老人保健課

実績目標１ 介護保険の円滑な実施を図ること

（実績目標を達成するための手段の概要）

介護保険制度の円滑な実施を図るためには、保険者である市町村をはじめ全国の自

治体の協力が不可欠である。15年度においても、全国介護保険担当課長会議の開催や

自治体等現場の方々との意見交換、さらには要介護認定の運用面での改善措置等を通

じて、介護保険の円滑な実施を図ったところである。

一方、財政面における国の役割として、介護を国民皆で支えるという理念のもと、

介護給付費の20％を介護給付費負担金、全国ベースで５％を調整交付金として国庫負

担し、さらに、市町村の保険財政の安定化を図る観点から設置された財政安定化基金

に対しては、必要な資金の交付あるいは貸付を行えるよう、その財源に対して３分の

１を財政安定化基金負担金として拠出する等、制度の円滑な運営に努めているところ

である。

また、介護保険制度の安定した運営を確保する観点から、広域化等を行う市町村に

対し、広域化等保険者支援事業などにより支援を行っているところである。

（評価指標）認定結果に対する不服審査 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

0.09 0.04 0.05 0.07請求率 単位：‰ ﾊﾟｰﾐﾙ －（ （ ））

（備 考）データ出典

いずれも次式により算出した不服審査請求率で表示。

各年度の介護保険審査会の要介護認定関係審査請求件数の合計（件）×1,000

各年度の介護認定審査会の要介護認定件数の合計（件）

（評価指標）介護保険料の収納率 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

単位：％ － －（ ） 98.7 98.6 98.4
（備 考）データ出典

Ｈ12：平成12年度介護保険事業状況報告年報による12年度収納率の全国集計値。

Ｈ13：平成13年度介護保険事業状況報告年報による13年度収納率の全国集計値。

Ｈ14：平成14年度介護保険事業状況報告年報による14年度収納率の全国集計値。

なお、H15については現在調査中。



（評価指標） Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

441 457 461 535介護保険広域化市町村数 －

（備 考）データ出典

老健局介護保険課広域指導係調べ。

実績目標２ 介護サービスの利用の促進など、介護保険制度の定着を図ること

（実績目標を達成するための手段の概要）

介護サービスの利用状況は、利用者自らサービスを選んで、一定の利用料負担で利

用できるという利用しやすい仕組みの導入や、介護保険制度の浸透とあいまって、以

下にみるように利用が伸びている状況である。15年度においては、介護保険制度の定

着を図るため、各種広報を通じた介護保険制度の周知などに努めたところである。

（評価指標）介護サービスの利用者数 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

1,687 2,175 2,540 2,854（ ）単位：千人 －

【上段：１か月平均、下段：年度累計】 － －20,249 26,104 30,475
（備 考）データ出典

Ｈ12～14：介護保険事業状況報告年報。

Ｈ15：介護保険事業状況報告月報（15年３月～16年２月サービス分の集計値 。）

（評価指標）介護サービスの給付額 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

2,691 3,407 3,855 4,218（ ）単位：億円 －

【上段：１か月平均、下段：年度累計】 － －32,291 40,884 46,261
（備 考）データ出典：上記「介護サービスの利用者数」に同じ。


